
 
 

 

ＮＥＸＣＯ東日本の営業概要 
～営業延長は３,９４３ｋｍ、建設延長は８５ｋｍ～ 

 

１．営業の状況 

 

（１） 通行台数、料金収入の状況（第 1 四半期累計） 

 

  第１四半期累計 対前年比 令和元年度比 

通行台数（千台・日平均） ２，８６７ １０７．０％ ９６．５％ 

料金収入（百万円・税抜）※ １９５，８５１ １０９．５％ ９５．３％ 

※参考値（速報）のため、料金収入の確定値とは一致しない可能性があります 

 

（２） 車種別の走行台キロ（第１四半期累計）                     

       対前年同期比 

 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車 合計 

第１四半期累計 

（令和元年度比） 

１２１．３％ 

（９６．８％） 
１１９．５％ 

（８７．９％） 
１０１．３％ 

（９５．０％） 
１０２．２％ 

（９９．６％） 
１１１．６％ 

（８６．３％） 
１１４．８％ 

（９１．０％） 
※高速自動車国道のみ 

 

２．ＥＴＣの利用状況 

 

ＥＴＣ利用率（６月） ＥＴＣ２．０利用率（５月） 

９２．７％ ２９．０％ 
 

【関東地区 主要本線料金所及び路線のＥＴＣ利用率】 

 関越道：新座９５．５％、東北道：浦和９６．８％、常磐道：三郷９６．３％、東関東道：習志野９６．０％ 

 東京湾アクアライン：９８．５％、東京外環道９６．４％ 

 

３．サービスエリア（ＳＡ）・パーキングエリア（ＰＡ）の状況 

 

（１）営業施設のあるＳＡ・ＰＡ 

   １９６カ所（ＳＡ：７８、ＰＡ：１１８） 

 

（２）売上高（第１四半期累計、百万円） 

項目 
売上高 

(第１四半期累計) 

  

対前年比 対令和元年度比 

飲食・物販 ２１，８１０ １３８．３％ ８４．３％ 

Ｇ Ｓ １４，４４６ １１８．０％ １０６．１％ 

合計 ３６，２５６ １２９．４％ ９１．８％ 

※端数処理の関係で合計が合わないことがあります 

 

 

 

 

 

令和４年７月２７日 

東日本高速道路㈱ 

定例会見 資料２ 



 
（参考） 令和３年４月～令和４年６月における料金収入の推移 

 

 
 

・感染が急拡大した令和４年２月には前年を下回り、コロナ禍前との比較で８０％台前半まで 

落ち込んだものの、その後回復傾向が継続 

・直近の令和４年５～６月では、コロナ禍前との比較で９０％台後半まで回復 


